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２０２６年５月度 登録団体からの報告（抜粋）

（団体名など特定できそうなものは割愛しておりますのでご了承下さい）

【５月】お米配布家庭数：１,８４４家庭 お米配布人数：３,０９６名

①今回お米が足りず、焼きそばに変更しました。お惣菜はパントリーで配らせて頂きました。

②進級して 1ヶ月が経ち、学校に行けなくなっている子どもがいることに気が付きました。

学校でもなく、家庭でもない、居場所として子ども食堂に来てくれていることにやりがいを感じ

ています。安心できる場所になりたいと思います。

また、子ども食堂と同じ会場で卓球をしている高齢者も子ども食堂に参加してくださるようにな

りました。「君たち何年生？」などと子ども達にも話しかけてくれています。地域の交流の場に

なればと思います。

地域の方からの声として、公園で火遊びをする中学生くらいの子ども達がいるという情報提供が

ありました。住宅街で火遊びをする子どもがいることについて公園周辺に住む大人は危機感を感

じています。誰もが住みやすい街になるように声かけし合えるとよいと感じました。

③今月もご支援ありがとうございます。今月はいつもより利用者さんが来てました。

今回ものお米も２キロ入りのお米小分けを作らせて頂きました。お惣菜ですが、ポテマカサラダ

と卵ポテトサラダを頂きましたので、今回もさつまいも等でかさ増しして大豆の水煮も一緒に混

ぜ、お弁当のおかずの一品になりました。ありがとうございました！

今月は防災企画、大人は災害時のトイレ事情や、自宅での対応等防災士さんをお招きして講習会。

子ども達は防災おやつバッグを作成し、駄菓子屋さんに来て頂き、各々好きなお菓子を出来たバ

ッグに詰め…歯ブラシや歯磨き粉も入れたりと楽しんでもらうことができました。

食育も執り行なっており、大豆とじゃこの甘味噌和えを作り、大豆の大切さや、作り方などを試

食しながらしました。大豆粉で作ったパンも お弁当のおやつには大豆粉のココア蒸しパンも持ち

帰ってもらいました。

ご支援、ボランティアさんのおかげで継続することができます ありがとうございます。

また来月以降も宜しくお願い致します。

④５月１６日は小学校の運動会でしたので、帰る時間に合わせてパントリーをしました。

天気がよく、暑い日でしたが、たくさんの子が来てくれました。いつもよりは、若干、子ども達

が疲れていたように見えたのが、少しおもしろかったです。運動会を頑張った証だと思います。

保護者の方々から、感謝の言葉をいただきました。いつもありがとうございます。

⑤５月はゴールデンウィークの３日間、土曜日の子ども食堂を開催しました。

視覚障害を持った子が参加してくれました。視力が成長と共になくなっていくそうです。現在は

弱視ですがお手伝いをしたいという事で、箸やスプーンを拭いてトレーに分けて貰いました。自

らやりたいという気持ちは大切にしたいと思っています。

また、中三の子が受験に向けて学習への意欲を持ち始めました。大学のボランティアにお願いし

て勉強を見てもらう様にしています。

幼児さんは親御さんが付き添う条件ですが、夜勤明けで疲れていたのか父親が寝てしまいました。

親御さんへの支援も子ども食堂ならではだと思っています。

⑥今回も会食前の１時間、大学生さん達が来てくれて、子ども達と運動レクレーションをして楽し

みました。



子どもの中には、早くから来て準備を手伝ってくれる子もいますが、レクリエーションの後、学

生さん達が会場の準備や配膳、後片付けを手伝ってくれるので大変助かりました。若い学生さん

達が来ることで、子ども食堂がとても活気づき有り難いです。

お米と惣菜は、各家庭に配布することが出来ました。いつも本当にありがとうございます。

⑦お米のご支援はとても嬉しい限りです。今回はお弁当にして提供しました。

お子さんへのご提供ですが、親御さんも交えて楽しく会食する姿はとても嬉しい限りです。

引き続きご支援賜ります様何卒よろしくお願いいたします。

⑧初めての開催で、カレーライス・ポテトサラダ・ゼリー・フルーツを提供しました。

お菓子すくいでお菓子をいっぱい持って帰っていきました。

皆さんとても喜んでもらったようで、開催してよかったと思いました。

⑨５月２２日金曜日、ファミリー支援としてフードパントリー開催しました。お天気があまり良く

ない予報でしたので、事前におまとめしてのお渡しとなりました。

今回ゴールデンウィークもありましたので、ご支援品が手元に入るのも遅れ、前回から時間が少

し空いてしまったこともあって、お米の支援は少し多めにさせていただきました。３２家庭へ渡

せました。「こども達が日々大きくなってきてるので、お米は本当に助かります」と相変わらず

一番喜んでくれる支援になります。

ミルキークイーンという品種のお米でしたので、参加者に伝えたところ「ミルキークイーンって

有名な品種ですよね？高いお米を食べた事がないから楽しみです！」と大喜びされた方もいらっ

しゃいました。あと、色んな種類のお菓子を今回いただき、２３日(土)にお菓子の詰め合わせと

してこども達４９人に配布しました。皆んなキラキラした笑顔で大喜びでした。ゴミのポイ捨て

だけはしないように！と指導しました。

梱包材など、中東情勢の影響を受ける中、たくさんのご支援本当に助かっております。

ありがとうございました。

⑩寄付していただいたお米はカレーライスにして提供しました。

お米の寄付は物価高の現在ではとても助かります。ありがとうございます。

⑪子どもが不登校の生活保護受給中の母子家庭を支援していて、依頼連絡が有る都度食料等を届け

に行っていたところ、母親の生活態度の改善と子どもの登校意欲を引き出す事が出来た。

⑫残食をなくすため、食べきれそうにないかたは「少なめ」での注文をお願いしています。

今回いただいたお米も、皆さん残さずに食べていました。同時にいただいたマカロニポテトサラ

ダも副菜として活用させて頂きました。

⑬お米を１袋６合にして配布してますが、生活保護世帯の家庭には５キロ渡していますが、３人家

族で毎月１０キロ必要だと伺いました。毎月のお米のご支援ありがとうございます。

⑭当子ども食堂にシングルマザーの方が新たに来ました。中学２年生と小学５年生の食べ盛りの男

の子２人を育てている方です。お米や他の食材の支援をお届けしましたらとても喜んでいました。

実際に子ども食堂で会食時の男の子の食べっぷりは家計に重くのしかかると思いました。普通の

食事のおかわり以外にも、残ったご飯でおにぎりを作ってますが、２個は軽く食べていました。

今後も定期的にご家庭のお米事情を聞きながら、支援していたらと思います。

今後ともよろしくお願いします。

⑮今回はイベント会場の一角で、お米や食パン、絵本の無料配布を行いました。すごい大勢のかた

が来ましたので物価高を感じています。いただいたお米は１キロづつ小分けして渡しました。



⑯この度は食材のご支援ありがとうございました。この日のメニューはいただいたお米を使用し、

チキンカレーでした。

今年度に入ってから、中学生男児が集団で利用しています。食器を片付けない、ポイ捨てをする、

大声で騒ぐ等マナーが悪いなと思いながらも「もしかしたらどこにも居場所の無い子たちかも知

れない」と考え、その都度注意をしたり、声をかけながら見守っていました。

しかし、団地の住民の方の堪忍袋の尾が切れて、苦情が入りました。もりカフェを始めて３年、

初めての直接的な苦情です。もちろん私達スタッフも注意をしており、その都度声を掛けていま

したが、ずっと見ている子は難しく、常識的なモラルは本人達に任せています。

住民の方のご意見はごもっともです。誰かの居場所になっていたとしても、それが他の誰かの犠

牲の上に成り立っていてはいけません。もちろん、たくさんの方々の全員の賛同を得る事は難し

いと思っています。しかし、もりカフェを続けていくためには、利用者の協力は不可欠です。

皆が気持ちよく利用できるよう貼り紙を貼ったり、周辺の見回りを強化して対応中です。

つくづく、子ども食堂の運営が難しいなと思った出来事でした。

⑰お米やお惣菜をご寄付いただき、ありがとうございます。

４月に立ち上げたばかりですが、SNS やチラシなどを通して少しずつ活動を広めながら、子育て世

代のご家族の力になれるよう取り組んでいます。

今回いただいたお米や、すぐに食べられるお惣菜については、利用者の皆さまから「とても助か

る」「うれしい」といった、お声をいただきました。

６月もご寄付いただいたお米を活用し、会食や流しそうめんを開催したいと考えています。

これからも、子どもたちやご家族の笑顔が少しでも増えるよう活動してまいります。

温かいご支援に心より感謝申し上げます。

⑱５月の開催は、みんなが大好きなハンバーグカレーを提供しました。また、ご寄付でいただいた

ポテトサラダに、購入したじゃがいもを加えてボリュームアップ。食べ応え満点の一品となりま

した。

４月から地元小学校の全校生徒へ毎月チラシを配布し、開催案内を行うようになったこともあり、

今回は予想を上回る多くの方にご参加いただき、スタッフ一同とても驚きました。親子で参加

するご家庭も多く、大人の参加者もたくさんいる賑やかな開催となりました。

子どもから大人まで多くの方に喜んでいただき、地域のつながりを感じる温かい時間となりまし

た。ありがとうございました。




